
■ 第２期 しずおか中部連携中枢都市圏ビジョン（案）の概要 ２

主な連携事業 事業主体 事業概要 SDGs

圏域経済拡大支援事業 静岡市 首都圏における販路拡大や、台湾への輸出に向けた、
テストマーケティング等の実施

起業・創業支援事業 焼津市、藤枝市 地域特性を活かした新たなビジネスや産業の創出に
向けた、セミナー等の開催

若者就職促進事業 焼津市、島田市、
藤枝市

高校生・大学生に向けた、地元企業説明会の開催や、
地元企業の情報発信等の実施

水産物を活用した
産業活性化事業 静岡市 「駿河ブルーライン」ブランドを活かした、水産物

のプロモーションの実施

水産業DX推進調査事業 焼津市 スマート水産業の実現に向けた、調査・分析の実施

地域連携DMO推進事業 静岡市 ５市２町のDMO（観光地域づくり法人）が実施
する観光マーケティング等の支援

街道観光プロモーション
事業 静岡市 東京日本橋における街道観光プロモーションの実施

大井川流域
ニューツーリズム推進事業 島田市、川根本町 大井川鐵道のSLフェスタ、トーマスフェアの開催

支援や観光情報の発信等の実施

インバウンド促進事業 牧之原市 沿岸部を活かした観光事業の展開や、サーフィン
イベントの開催支援等の実施

サイクルツーリズム推進
事業 静岡市 ５市２町を巡るサイクリングコースを紹介する

マップの作成等

来訪交流拡大支援事業 藤枝市 蓮華寺池公園を始めとする圏域内の公園の連携に
よる、周遊促進事業等の実施

取組の柱３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

成果指標
★人口社会動態（転入者数－転出者数）
【基準】△509人（2017-2021年平均）【現状】△1,281人（2021年） ➡ 【目標】±０人（2026年）

主な連携事業 事業主体 事業概要 SDGs

出会い・結婚サポート事業 藤枝市 出会い・結婚サポートに関する５市２町間の情報
交換と、婚活イベントの開催

子育て支援事業 焼津市、藤枝市 圏域内の子育て支援施設の連携による、圏域住民の
利用促進等の実施

JR駅前等賑わい創出事業 静岡市、島田市、
焼津市、藤枝市 JR駅前等におけるイルミネーション等の実施

都市間交通の利便性向上
事業 牧之原市、吉田町 圏域の都市間を結ぶ路線バス（特急静岡相良線）の

利用環境の整備支援

共通電子申請サービス利用
事業 全市町 行政のデジタル化の一体的な推進に向けた、共通

電子申請サービスの利用

５市２町イベントニュース
発行事業 静岡市 圏域内のイベント情報等を紹介する広報「GOTO」

の発行等

移住促進事業 静岡市 首都圏で開催される移住フェアへの共同出展等の
実施

Ⅴ 具体的な取組について（主な連携事業）

取組の柱２ 高次の都市機能の集積・強化

主な連携事業 事業主体 事業概要 SDGs

鉄道駅交通結節点改善
事業 静岡市 通勤・通学等における利便性向上に向けた、

JR静岡駅周辺の整備の実施

大学連携事業 静岡市、焼津市、
藤枝市

圏域内の大学と連携した、地域課題の解決
方策の研究や活動拠点の確保等の実施

成果指標
★静岡市の中心市街地の歩行者通行量
【基準】125,508人（2017-2020年平均）【現状】86,398人（2020年） ➡ 【目標】125,508人（2026年）

Ⅵ 計画（都市圏ビジョン）の推進体制について

計画（都市圏ビジョン）の進行管理や見直
しを含む、計画の推進組織として、５市２町
の市長・町長により構成する「静岡県中部５
市２町首長会議」を最上位に位置付け、その
下に「静岡県中部５市２町首長会議 担当部
課長会議」を設置し、これらの会議を通じて、
計画全体の推進を図っていきます。

また、計画に登載されている個々の事業の
実施に際しては、５市２町の各事業所管課に
おける緊密な連携を図るため、事業ごとに連
絡体制を構築するとともに、必要に応じて事
業連絡会を設置します。

事業の実施

連携中枢都市圏ビジョンの策定・改定

成果指標に基づく計画の推進状況の確認
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静岡県中部５市２町首長会議 ▶

▲ 子育て支援事業（「れんげじ
スマイルホール」等の利用促進）

▲ JR駅前等賑わい創出事業
（イルミネーションの点灯）

▲ 移住促進事業
（移住フェアへの共同出展）

▲ ５市２町イベントニュース
発行事業（「GOTO」）

なお、計画の策定・見直しに際しては、自治体のみならず、関係者の意見を幅
広く反映させるため、計画登載事業に関連する分野の機関の委員で構成する、
「しずおか中部連携中枢都市圏ビジョン懇談会」を設置し、協議・検討を行いま
す。

▲ 圏域経済拡大支援事業
（首都圏テストマーケティング）

▲ 地域連携DMO推進事業
（Tea戦略「茶の間」）

▲ 水産物を活用した産業活性化
事業（水産物プロモーション）

▲ 大井川流域ニューツーリズム
推進事業（SLフェスタ）

成果指標
★法人住民税（均等割）の納税義務者数
【基準】 31,612件（2017-2020年平均）【現状】 31,733件（2020年） ➡ 【目標】 31,612件（2026年）
★観光交流客数
【基準】3,085万人（2017-2020年平均）【現状】1,588万人（2020年） ➡ 【目標】3,085万人（2026年）

取組の柱１ 圏域全体の経済成長のけん引
成果指標には、圏域の地域経済の状況を示す指標として、「法人住民税（均等割）の納税義務者数」及び
「観光交流客数」を掲げます。なお、目標値には、今後も想定される新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、第１期都市圏ビジョン計画期間における各年の実績値の平均値を設定します。

成果指標には、圏域の中心市である静岡市の賑わいの状況を示す指標として、「静岡市の中心市街地の
歩行者通行量」を掲げます。なお、目標値には、今後も想定される新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、第１期都市圏ビジョン計画期間における各年の実績値の平均値を設定します。

成果指標には、圏域の暮らしやすさを状況を示す指標として、「人口社会動態」を掲げます。なお、目標
値は、静岡県の「美しい“ふじのくに”まち・ひと・しごと創生長期人口ビジョン」における県中部地域の
将来人口を参考に設定します。


